
〔シンポジウム〕 108：602（COSPAR総会）

第30回COSPAR総会の報告＊

廣岡俊彦＊1・三好勉信＊2・北 和　之＊3

　1．COSPAR総会の概要
　1994年7月11日～21日の11日間にわたって，第30回

COSPAR（Comittee　on　Space　Research：宇宙空間

研究委員会）総会が，ドイツ連邦共和国のハンブルク

で開催された．COSPAR　は　ICSU（lntemational

Council　of　Scientific　Unions：国際学術連合会議）の

傘下にある委員会の一つで，気象学・大気科学から超

高層物理学，天体物理学，生命科学，材料工学に及ぶ，

宇宙空間研究と関連した広い研究領域を扱う略号A

～Gで表わされる7つの学際科学小委員会と4つのパ

ネルからなり，1980年以降は隔年に総会が開催されて

いる．総会期問中には，各小委員会やパネル主催のシ

ンポジウムや研究集会，打ち合せ会合が多数開かれる．

特に，気象学・大気科学関係の講演の大半は，A（宇

宙からの地表・気象・気候研究）とC（地球惑星超高

層大気研究）各小委員会の主催するシンポジウムや研

究集会（今回では合計して20が開催）に含まれている．

COSPAR総会の性格の詳細や最近のCOSPAR総会
に関する報告については，加藤ほか（1987），廣田・山

中（1988），山中（1989，1991）などを参照されたい．

　今回の総会参加者数は49か国から約1，500名（数値は

COSPAR事務局への問い合わせで判明）であったが，

気象学・大気科学関係については，総会の約1か月前

にSTP（SolarTerrestrial　Physics：太陽地球系空間

物理）シンポジウム（仙台）や中層大気会議（米国，

モンタレー）などの分野の重複する研究会議が開かれ

たせいか，やや少ない印象を受けた．わが国からは約

80名が参加したが，気象学・大気科学関係の参加者に

一限ると，筆者ら3名のほかは，土屋（帝京大），井上（気

象研），早坂（東北大），西村（東京理科大）の各氏を

第1図第30回COSPAR総会のマーク．

挙げるくらいで，特に，この分野の指導的立場にある

人の参加が少なかったのは残念であった．

　総会が開催されたハンブルクは，ドイツ連邦共和国

の北西部に位置し，中世ハンザ同盟の時代から栄える，

ベルリンに次ぐドイツ第2位の人口を擁する大都市で

ある．総会は，市の中心部に位置するCCH（Congress

Centmm　Hamburg）と，隣接のSASプラザ・ホテル

の2か所を会場として行なわれ，多い日には15以上の

シンポジウム・研究集会が同時進行していた．また，

7月13日～19日は“ハンブルク宇宙週間”と銘打って，

Shoemaker－Levy彗星の木星衝突や，月探査船アポロ

11号による人類初の月面着陸25周年記念の展示・講演

が，総会と平行して開かれていた．

　以下に，気象学・大気科学に関連したシンポジウム・

研究集会の内容や印象を，各出席者が発表したシンポ

ジウムを中心に報告する．　　　　　　　（廣岡俊彦）

＊Report　on　the30th　COSPAR　Scientific　Assembly，

　Hamburg，July1994．

＊1Toshihiko　Hirooka，九州大学理学部．

＊2Yasunobu　Miyoshi，九州大学理学部．

＊3Kazuyuki　Kita，東京大学理学部．

◎1995　日本気象学会

　2．中層大気の全球的変動とモデリング

　筆者（三好）の発表したA2．1「中層大気と全球的変

動：衛星観測の解釈とモデリング」というシンポジウ

ムは，7月12日の午前と午後に行なわれた．出席者が

やや少なかったのは残念だったが，内容的には注目す

べきものがかなりあったように思う．特に，UARS

（UpPerAtmosphereResearchSatellite）＊1による観
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測結果についての発表は，興味深いものがあった．以

下に主な発表について紹介する．

　Cmnold6！磁（米，Georgia工科大ほか）は，UARS

搭載の，CLEAS，MLSによるオゾン，水蒸気，メタ

ンなどの微量大気成分分布の解析結果について報告し

た．更に，同時刻のQ－map（ポテンシャル渦度の総観

図）をもとに，これらの微量大気成分分布とポテンシャ

ル渦度との対応について議論した．

　Hauchecome6！α1．（仏，CNRSほか）は，UARS

に搭載されているISAMSによる，高度30～85kmに

おける温度の観測結果について発表した．ISAMSに

より，北半球冬季の高度65～80kmにおける逆転層が

検出できることを報告した．強い逆転層は，主に中緯

度帯に現れ数日間持続することを示した．また，特定

の地域（北部大西洋や東欧など）で発生しやすいこと

を示した．更に，Hauchecome6！磁は，別の講演で，

フランスにおけるレイリー・ライダー観測から，1992

年夏季における気温が，上部成層圏で1．5K下降し，

中間圏では5K上昇していることを報告した．そし

て，この変動とピナツボ山の噴火との関連についての

議論を行なった．

　Dudhia（Oxford大）は，ISAMSにより観測され

た，高度15～80kmにおける温度分布の特徴について

報告した．1991年9月から1992年7月における平均温

度は，大部分の緯度帯において，高度50～60kmでは

CIRA　（COSPAR　Intemational　Reference　Atmo・

sphere）モデルに比べて5K高く，逆に，高度60～80

kmにおいては10K程度，あるいはそれ以上低くなっ

ていることを示した．

　Hirooka6！磁（九大ほか）は，TOVS（TIROS
Operational　Vertical　Sounder）のデータをもとに，

1980～1990年における北半球冬季成層圏循環の年々変

動について発表した．突然昇温後の北極付近の温度の

鉛直分布が年により異なり，これが，波の伝播特性の

年々変動に対応していることを示した．また，この年々

変動とQBO（Quasi－Biemial　Oscillation：赤道域下

部成層圏の準2年周期振動），太陽活動との関連につい

ての議論を行なった．

　Miyoshi　and　Miyahara（九大）は，大気大循環モ

デルにおける中間圏～熱圏にかけての潮汐波，重力波

の振舞いについて発表した．T42モデルにおける1日

周期のmigrating潮汐波の熱圏下部における振幅は，

T21モデルの振幅の半分程度になる．これは，T42モ

デルの方が重力波の活動度が強いのが原因で，重力波

と潮汐波の相互作用により引き起こされることを示し

た．

　その他，Gelman6！磁（NMCほか）が，UARSや

NMCデータによる成層圏温度の年々変動の様子につ

いて，Peckham6！磁（英，Heriot－Watt大ほか）が

UARS搭載のMLSによる大気微量成分の解析結果
について，それぞれ発表した．

　以上のように，UARS関連の発表が，全体のかなり

の部分を占めていた．より詳細な解析が行われ，新た

な発見が多く出ることを期待したい．観測の分野に比

べて，数値計算の分野は発表が少なく，（このシンポジ

ウムに限らず他のシンポジウムにおいても）残念で

あった．

　筆者は，国内での国際会議へは，昨年のIAMAPな

ど今までに何回か参加したことがあったが，国外での

国際会議へは今回が初めての参加だった．国外での国

際会議の雰囲気や，様々な国の研究者の発表を直接聞

く機会ができたのは，非常に有意義であったと思う．

特に，外国の若手の研究者と議論する機会があったの

は，良かったと思う．ただし，英会話能力が違いすぎ

るために，最後には，筆者の方が聞き役にまわってし

まったのは残念だった．次回までには，英会話を特訓

し，もう少し十分な議論ができるようになろうと思っ

た．　　　　　　　　　　　　　　　　　（三好勉信）

＊1UARSは，1991年9月に，スペースシャトルDiscov－

　ery　により打ち上げられた地球大気探査衛星で，

　CLEAS　（Cryogenic　Limb　Array　Etalon
　Spectrometer），MLS（Microwave　Limb　Sounder），

　HRDI（High　Resolution　Doppler　Imager），WINDII

　（Wind　Imaging　Interferometer）やISAMS（lm－

　proved　Stratospheric　and　Mesospheric　Somder）

　といった各種の測器が搭載されている．

　3．中間圏・熱圏下部を中心とした大気現象

　筆者（北）は，今回初めてCOSPARに参加して，

3つのシンポジウムで発表したので，・その時の印象な

どを報告しようと思う．

　C1．1「UARS衛星から見た下部・上部熱圏のグロー

バルな描像と関連する研究」およびC2．2「低緯度中層

大気の変動性」の2つのシンポジウムでは，筆者は主

要な部分では内容の重なる発表を行なった．内容はあ

まり「天気」の読者にはなじみがないと思われるので

簡単に説明すると，中間圏から熱圏下部にかけての酸

32 “天気”42．2．
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素原子密度の高度分布を新しい手法を用いてロケット

で観測した結果と，同時に測定された大気光強度とそ

の酸素原子密度との間の定量的関係についてである．

同様の研究を行なっている人達の興味は引いたらし

く，coffee　break中にWitt（Stockholm大）などに

捕まっていろいろ問題点などを話し合った．ただ近年

このようなロケット観測が世界的に少なくなっている

ことを反映してか，同様な対象についての発表はほと

んどなく，この高度領域に関する発表で目立ったのは，

大気光などの現象と大気波動など力学（輸送）との相

互作用に関するものであった．

　シンポジウムC1．1では，当たり前ながら　UARS

WINDIIおよびHRDIによる結果の発表が，主な部

分を占めていた．WINDIIについては熱圏下部での風

についての解析結果の発表も出てきたが，まだ発表の

中心は大気光のグローバルな規模での水平方向の変化

や，あるいは重力波や潮汐に伴う構造の鉛直・水平分

布についてであった．まだデータは最終的なものとい

えず，さらに地上観測などと比較・検討を必要とする

印象を受けた．しかし，熱圏下部では大気光や金属原

子層が極めて大きな変動を示す現象が知られ，その背

後に力学過程が重要であろうと考えられることから

も，WINDIIによる風と大気光（酸素原子密度）のデー

タは極めて有用であろう．そのほか，UARS　HRDIの

観測から推定されたオゾン量が中間圏界面高度では中

緯度で極大を示し，それがこれまで考えられてきた量

よりずっと多かったことからこの領域にオゾンの

missing　sourceがあるのではないかという報告や，

NCAR－TIME（Thermosphere－lonosphere－Meso－

sphere－Electrodynamic）GCMを用いた大気光強度

分布の3次元モデル計算などが興味を引いた．

　C2．2のシンポジウムでは，オゾンや他の大気組成の

時間的変動を始め，大気光，重力波や大気電気伝導度

など，さまざまな対象について発表が行われ，とても

うまくはまとめることができない．しかし，全般的に，

まだ低緯度域については知見は貧弱な状態が続いてい

るという感じであった．

　C2．4「中層大気の微細構造とその起源」のシンポジ

ウムでは，筆者は，ロケットで観測された酸素原子密

度の鉛直分布にみられた重力波による波状構造と，そ

れから推定される重力波の減衰機構について発表し

た．しかし，その前にPhilbrick（米，Pemsylvania

州立大）が招待講演で，さまざまな組成の高度分布に

みられる波状構造にsuper　adiabaticな層が見られ，

対流不安定によるturbulent　mixingが，鉛直分布に

影響を与えていることを示していたので，いささか影

が薄くなってしまった．このシンポジウムもほとんど

が観測データに関した発表で，とりわけ夜光雲につい

て，温度構造や電場，EISCAT＊2で観測されるPolar

Mesospheric　Summer　Echoとの関連で述べたものが

多かったが，筆者には予備知識がほとんどなくあまり

理解できなかった．また，日本でも都立大のグループ

が観測している，sporadic　Na，Fe層という現象につ

いての発表も多く，緯度帯による違いやsporadicE層

との関連が議論された．しかし，dynamicsとの関連で

は層全体が潮汐や重力波の影響でmodulateされるこ

とが述べられている程度で，まだその成因に輸送がど

のような役割を演じているか，などというところまで

議論が進んでいないというのが現況のようであった．

ほかにも種々の微細構造についての発表があり，

Dalaudier（仏，CNRS）が行なった，対流圏上部から

下部成層圏で観測した高度方向に厚さ数mの温度微細

構造（temperaturethinsheet）の発表など，興味深い

ものがあった．

　COSPARは宇宙科学関係の非常に広い範囲をカ

バーしており，普段まったく聴く機会のないような分

野の発表も聴くことができたが，時間の問題でCIRA

や中層大気のenergetics（次章で廣岡が報告）などの

シンポジウムにほとんど参加できなかったことは残念

であった．　　　　　　　　　　　　　（北　和之）

　4．その他のシンポジウム

　筆者（廣岡）は，他の2人と同様，主に中層大気関

係の講演のあるシンポジウムに参加した．2人の報告

にある以外の中層大気関係の講演は，中層大気または

上層大気をキーワードとするいくつかのシンポジウム

に分散して行なわれた．総会の概要で述べたように，

多くのシンポジウムが平行して走っていたため，必ず

しも全ての講演を聞くことはできなかったが，内容は，

中層大気上端領域（中間圏界面から下部熱圏）に関す

るものが大半で，しかも観測結果を示したものが多

かった．ただし，中層大気関係の研究者の出席は総じ

て少なく，例えば地元ドイツのこの分野の著名な研究

者のLabitzkeやEbelも参加していないといった具

＊2EuropianlncoherentScatterRadar；ノルウェーに

　ある中層・超高層大気観測用レーダーで，ヨーロッパ

　各国により共同運用されている．
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第2図　総会の会場CCH（Congress　Centmm
　　　Hamburg）の全景

合いで，やや寂しい感じは否めなかった．それでも，

いくつか興味深い講演があったので，以下それらを紹

介する．

　まず，中層大気のエネルギー収支（energetics）に関

するシンポジウム（C2．1）では，特に中層大気上端領

域のエネルギー収支に関する講演がいくつかあった．

中層大気上端では，分子（原子）同士の衝突が十分で

なくなって来るため，非局所熱力学的平衡　（non－

Local　Thermodynamic　Equilibrium：non－LTE）に

基づいて放射を考えることが必要となる．さらに，こ

の領域特有の化学反応や乱流，重力波，潮汐などの力

学的効果も重要な要素である．このように，色々な要

素が複雑に関わりあっているため，この領域のエネル

ギー収支はまだよくわかっていない．

　Picard6厩乙（米，Phillips研ほか）やWard（加，

York大）は，この領域では，CO2による放射冷却が，

頻繁に起こる酸素原子Oとの衝突のために，従来考え

られていたよりも効率的であることや，そこでの温度

やO，CO、の混合比の変動によって，放射冷却率自体

も大きく変動していることなどを，最近の観測やモデ

ル計算に基づいてレビューした．また，LUbken6渉畝

（独，Bonn大）は，最近のロケツトによるこの領域の

直接観測に基づき，（放射の値が大きいこととエネル

ギー収支的に補償し合うものだが）乱流による熱輸送

は従来考えられていたものよりもずっと小さいことを

示していた．また，Rieseα磁（独，WupPerta1大

ほか）は，SME衛星（Solar　Mesospheric　Explorer）

により観測された酸素原子や水素原子の密度に基づい

て計算したHOx反応による加熱は非常に大きく，中

間圏界面付近の主要な熱源と考えられることを示し

た．その他，Dudhia（Oxford大）はUARSのISAMS

の温度データから1日潮汐と半日潮汐に伴う温度変動

の全球的な分布を示した．

　上のエネルギー収支とも関連するが，中層大気の乱

流に関するシンポジウムもあった（C2．3）．Hocking

（加，WestemOntario大）は，レーダーによる中層大

気・下部熱圏域の乱流観測について，特に現状観測技

術の持つ問題点についてのレビューを，また，Blix（ノ

ルウェー，Defence　ResearchEstablishment）は，乱

流のエネルギー収支への影響を知るための各種パラ

メータの定義と，それを決定するために必要な観測に

ついてのレビューを，それぞれ行なった．かなり技術

的な内容が含まれておりよく理解できなかったが，乱

流を観測するには乱流層よりも小さな分解能が必要で

あるにもかかわらず，現存のレーダーの分解能ではあ

る程度大きな乱流しか観測できず，従って，乱流の性

質はもちろん，乱流がどの程度エネルギー収支に寄与

しているのか，完全にはわかっていないのが現状のよ

うである．一方，Fritts（米，Colorado大）は，下層

で2次元的な波動強制を与え，それが上層の不安定層

でどのように乱流へと変化していくかについて，途中

の風のシアーを何通りか変化させて計算した結果を示

した．

　また，南半球の上層大気についてのシンポジウムも

あった（C．3）．大部分が電離圏についての発表であっ

たが，一部中層大気関連もあった．Frittsは，中層大

気上端領域における，力学現象（潮汐，2日波，重力

波，残差子午面循環など）の南北両半球に見られる共

通点や相違点についてレビューを行なった．Reid　ε！

磁（豪，Adelaide大）は，南半球のレーダー観測点で

得られた，中層大気上端領域の風系に見られる擾乱の

特徴を，北半球のものと比較した結果を示した．同じ

季節同士を比べた場合，北半球の方が波動の活動度は

大きいとのことであった．また，Shepherd61畝（加，

York大ほか）は，UARSWINDIIの観測に基づく，

大気潮汐の風系変動の振幅分布や，PMCs　（Polar

Mesospheric　Clouds）の分布の観測結果を示してい

た．この領域の全球的な観測結果はそれだけでも新鮮

なものではあるが，今後，もっと解析が進み，何か新

しい力学的な“発見”が得られることを期待したい．

　その他，データ・キャリブレーションに関するシン

ポジウム（A3．1）もあり，他のシンポジウムの間を縫っ

て，Cunnold61磁（米，Georgia工科大ほか）によ

34 “天気”42．2．
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る，SAGE（Stratospheric　Aerosol　and　Gas　Experi－

ment）のオゾン・データ精度についての講演も聞い

た．SAGEは太陽掩蔽法を用いた鉛直分解能に優れた

測器であり，データ期間は1979年から81年の期間の

SAGE　Iと1984年以降のSAGEIIの2つに分かれる．

講演では，地上べ一スの観測データの比較から，SAGEI

データは，高度の決定に系統的なエラーがあり，参照

高度を現在より300m上げるべきとのことであった．

このような，データ作成のむしろ基本的とさえ思われ

る面にも曖昧さが存在し得る，という点は，今後デー

タ解析を行なう際，念頭に置くべきであると思われた．

　ほかにも，中層大気関係の，CIRAモデルに関する

シンポジウム（C．1）や低緯度中層大気の変動に関す

るシンポジウム（C2．2，前章で北が報告）も聞きたかっ

たが，プログラムの都合で参加できなかったのは残念

であった．また，冒頭で紹介した筆者ら以外の日本か

らの参加者は，上記データ・キャリブレーションに関

するシンポジウムのほか，中層大気関係以外の，人工

衛星による地球表面や大気のモニタリングに関するシ

ンポジウム（A．1）や同じく人工衛星による水蒸気量

の評価に関するシンポジウム（A．3）などで講演され

たようであるが，やはりプログラムの都合で聞けな

かった．　　　　　　　　　　　　　　　（廣岡俊彦）

　5．総会運営その他

　総会運営に関しては，会期中はネーム・プレートを

見せるだけで，市内の国電（Sバーン），都電（Uバー

ン），バスが無料で乗れた上，参加者全員に，特製バッ

グや記念のハンブルク市章のバッジも配られ，わが国

で開かれる会議との違いが感じられた．また，会場内

に銀行の出張所があったのも，筆者らのような外国か

ら来た者にとっては，トラベラーズ・チェックの交換

一つをするにも，非常に便利だった．

　ホテルは，筆者ら（廣岡，三好）の場合，参加申し

込みと同時に総会事務局に一番安い価格帯のシング

ル・ルームを申し込んだが，会場からSバーンで20数

分のハンブルク市郊外ベルゲドルフに位置するホテル

があてがわれ，朝食・税込みで109DM（日本円で約

7，000円）であった．ただし，この値段は，事務局とホ

テルの交渉で特別安く設定されたものと思われ，部屋

内にあった価格表には1泊当り約250DMとあった．

ツイン仕様，バス・ト，イレ付きのゆったりとした部屋

を考えると，この値段は，日本の大都市では考えられ

ないことであろう．

　ところで，この夏はドイツでも百数十年ぶりとかい

う猛暑だったが，特に猛暑がこたえたのは帰りのS

バーンの中とホテルの夜であった．総会の期間中，夕

食後19時頃のSバーンで帰途に着いたが，こちらでは，

Sバーン，Uバーンはもちろん，長距離列車でも，ICE

（lntercity　Express）などの特急列車を除き冷房がな

いため，暑い列車の中，にじみ出る汗はシャツやズボ

ンも湿らし，昼間のシンポジウムの疲れを倍増させた．

ホテルも同様に冷房設備がなく（これはハンブルクの

ホテルに限らず，滞在中泊まった，ベルリンやフラン

クフルトの4つ星ホテルもそうであった），熱帯夜の暑

さと喉の渇きに閉口した．

　COSPAR総会は，次回が1996年に英国のバーミン

ガムで，その次が1998年にわが国の名古屋で開かれる

予定である．興味を持たれた読者は，是非参加されて

はいかがだろうか．　　　　　（廣岡俊彦・三好勉信）
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